日本古代文学史　第一回

緒　論

　一般的には上古時代から江戸時代の終わり、つまり明治維新の前夜までの文学を全部古代文学という。具体的に歴史学の時代区分と同じく次の通りに分けられる。

上古時代の文学

上代、古代前期とも言い、四世紀頃に大和朝廷が国土統一してから、都が平安京に移る794年までの間を「大和・奈良時代」と言う。この期間の文学が上代(上古)文学である。上代(じょうだい)はまだ文字を持たなかった人々も、神を祭る行事や集団の中で、歌や物語を持っていた。人から人へと口伝えに歌い継がれ語り継がれていったのである。「語部(かたりべ)」と呼ばれる、暗唱(あんしょう)を仕事とする職業もあった。

漢字が伝来するまで文字を持たなかった日本人は、口述で神話や伝説を伝えてきた（口承文学）。中国大陸から朝鮮半島を経由して漢字が輸入され、漢文と、自分達の話し言葉に漢字を当てはめた万葉仮名が生まれた。漢字の伝来により成立したのが『日本書紀』と『古事記』である。この時代から漢文こそが正当な表現であり、仮名は一段低く見られる風潮が長く続く。『懐風藻』は日本文学における最古の漢詩集である。また、『万葉集』のような和歌集も生まれた。万葉初期の作品には見られなかった個人としての作家性も、後期には多く見られるようになり、柿本人麻呂や山上憶良、大伴家持といった著名な歌人も登場した。

　遣隋使によって中国大陸から文化的に大きな影響を受けた。これは遣唐使に引き継がれた。史書として『古事記』『日本書紀』、地方誌として『風土記』が書かれた。

当時の主な作品：

『三経義疏』聖徳太子
712年『古事記』稗田阿礼・太安万侶/ 神話、伝承

713年頃『風土記』/ 地誌

720年『日本書紀』舎人親王/ 神話、歴史

751年『懐風藻』未詳 /漢詩集

759年以前『万葉集』大伴家持ら/ 歌集

758 - 822年頃『日本現報善悪霊異記（日本霊異記）』景戒/ 説話
764年『百万塔陀羅尼経』

772年『歌経標式』藤原浜成/和歌関連

797年『続日本紀』/歴史

807年『古語拾遺』斎部広成/ 神話
中古時代の文学

　漢詩・漢文が上代に引き続き栄え、特に『和漢朗詠集』でも多く採り上げられた白居易（白楽天）の影響は大きかった。『源氏物語』などの仮名の物語文学においても、「桐壺巻」などで白楽天の『長恨歌』との関係が強く認められる。また、政府の教育機関であった大学寮においても漢詩・漢文・歴史を教授した紀伝道の地位が上昇し、紀伝道の教授である文章博士から右大臣となった菅原道真は、政治家としてのみならず、優れた文学者としても知られている。

　905年には初の勅撰和歌集である『古今和歌集』が編纂され、和歌が漢詩と対等の位置を占めるようになった。歌合せなどの公的な場での和歌が多く認められるようになる他、屏風歌なども多く詠まれた。それに伴い、著名な歌人の歌を集めた私家集の存在が認められるようになる。成立時期や編者などは各家集ごとに状況が異なるため未詳であるが、紀貫之の歌を集めた『貫之集』、伊勢の『伊勢集』など後世の歌人・作品に影響を与えたと思われる作品も多い。

　平安時代を通して、男性貴族が政治で使う文字は漢字であり、文章は漢文であり続けた。しかしその一方で「かな」による表現が盛んに始まった。後宮の女房など女性たちが「かな」を使用したため、その女性たちと交流を持つ男性官人も「かな」を使うようになった。前述の和歌の隆盛も、「かな」の流行とは無縁ではなく、多くの女流歌人を生み出している。紀貫之が女性の立場から仮名で書いた『土佐日記』をはじめとして、仮名文の日記風の作品が認められるようになる。また清少納言の手による、随想的章段を含む『枕草子』などが書かれ、随筆的文学が栄えていくことにもつながった。

　現存しない散逸物語も含め、多くの物語作品が作られたのもこの時期の特徴である。『源氏物語』で「物語の出で来はじめの祖なる竹取の翁」と表現される『竹取物語』にはじまり、『伊勢物語』・『うつほ物語』・『落窪物語』など現存する物語が多く書かれている。これらは平安初期においては男性の手によると思われるものも多いが、仮名による女性の作品が増えていくのも特徴である。先行する数多の漢文学、仮名文学双方を踏まえた紫式部による『源氏物語』は、中古の文学の代表作とも言うべき長大な作品で、以降の日本の文学史全体に強い影響を与えている。

　また様々な説話集も編まれており、その集大成とも言いうる『今昔物語集』などの説話集の存在も、この時代の文化や文学の様子をよく現している。

当時の主な作品：

797年『続日本紀』藤原継縄・菅野真道ら/ 歴史

『高橋氏文』

810年『文鏡秘府論』空海/ 歴史

814年『凌雲集』

815年『新撰姓氏録』万多親王ら/

818年『文華秀麗集』

『日本現報善悪霊異記』

827年『経国集』

835年『性霊集』空海
841年『日本後紀』/ 歴史

869年『続日本後紀』/

879年『都氏文集』/

900年『菅家文草』菅原道真/

905年『古今和歌集』醍醐天皇勅令/紀貫之・紀友則ら/ 勅撰和歌集

910年以前『竹取物語』未詳/ 物語

935年頃『土佐日記』紀貫之/ 日記

成立時期不明（諸説ある）『伊勢物語』未詳/ 物語

940年（1052年以後とする説もある）『将門記』未詳/ 軍記

951年『後撰和歌集』村上天皇勅令 /清原元輔・源順ら/ 勅撰和歌集

951年頃『大和物語』未詳/ 物語

965年頃『平中物語』未詳/ 物語

974年以後『蜻蛉日記』藤原道綱母/ 日記

984年以前『宇津保物語』未詳/ 物語

984年『三宝絵』源為憲/ 説話

985年『往生要集』源信/ 仏教

989年頃『落窪物語』未詳/ 物語

1000年頃『枕草子』清少納言/ 随筆

1004年以後『和泉式部日記』和泉式部/ 日記

1005年『拾遺和歌集』花山院勅令 / /勅撰和歌集

1008年頃『源氏物語』紫式部/ 物語

1010年頃『本朝麗藻』高階積善/ 漢詩文

1010年以後『紫式部日記』紫式部/ 日記

1018年頃『和漢朗詠集』 /詩歌集

1028年以後『栄華物語』赤染衛門/ 歴史物語

1057年頃『浜松中納言物語』未詳/ 物語

1059年以後『更級日記』菅原孝標女/ 日記

1060年以前『夜の寝覚』未詳/ 物語

1063年頃『陸奥話記』未詳/ 軍記

1066年以前『本朝文粋』藤原明衡/ 漢詩文

1080年頃『狭衣物語』六条斎院宣旨源頼国女/ 物語

1086年『後拾遺和歌集』白河天皇勅令/ 藤原通俊/ 勅撰和歌集

1104年頃『江談抄』大江匡房 /説話

1108年以後『讃岐典侍日記』讃岐典侍藤原長子/ 日記

1115年頃『俊頼髄脳』源俊頼/ 歌学

1119年頃『新撰朗詠集』藤原基俊/ 歌謡
1120年頃『大鏡』未詳/ 歴史物語

1120年頃『今昔物語集』未詳/ 説話

1127年頃『金葉和歌集』源俊頼/ 勅撰和歌集

1151年『詞花和歌集』藤原顕輔/ 勅撰和歌集

1170年『今鏡』藤原為経/ 歴史物語

1179年頃『宝物集』平康頼/ 説話

1180年以前『とりかへばや物語』未詳/ 物語

1184年『梁塵秘抄』後白河天皇/ 歌謡
1188年『千載和歌集』後白河法皇勅令/ 藤原俊成/ 勅撰和歌集

中世時代の文学

　日本の中世文学史は、中世（およそ鎌倉時代から安土桃山時代まで）の日本文学の歴史である。

　源頼朝が鎌倉幕府を開き、政治の中心が上方から東国へ移ったが、京都は文化的中心であり続けた。鎌倉時代には藤原定家らによって華麗な技巧に特徴がある『新古今和歌集』が編まれた。また、現代日本語の直系の祖先と言える和漢混淆文が生まれ、多くの作品が書かれた。鴨長明の『方丈記』吉田兼好の『徒然草』などがこれにあたる。『平家物語』は琵琶法師により、室町時代には『太平記』が太平記読みにより語られた。その他説経節等語り物の充実は、近世の浄瑠璃の隆盛へと繋がってゆく。御伽草子などの物語も一般民衆の間で読まれ、文芸が知識階級のみのものではなくなり庶民の間へも広まっていく。

　室町時代には京都五山や公家が中心となり古典研究が行われ、また鎌倉時代から上句と下句を連ねる和歌である連歌も貴族から一般民衆までの間で行われた。

　また、能楽などの舞台芸術が多くの人々に受け入れられ、その美学は世阿弥によって『風姿花伝』にまとめられた。仏教では13世紀中頃には道元の『正法眼蔵』、弟子の懐奘の『正法眼蔵随聞記』が成立したほか、禅僧達の作った「五山文藝」という膨大な文献も残されている。軍記物では『増鏡』が書かれた。

当時の主な作品：

1190年以前『山家集』西行/ 私家集

1197年『古来風躰抄』藤原俊成/ 歌論書

1201年以前『無名草子』/ 物語評論

1204年『長秋詠藻』藤原俊成/ 和歌

1205年『新古今和歌集』後鳥羽院勅令/ 藤原定家・源通具ら/ 勅撰和歌集

1209年『近代秀歌』藤原定家/ 歌論書

1212年『方丈記』鴨長明/ 随筆

1212年頃『無名抄』鴨長明/ 歌論書

1213年『金槐和歌集』源実朝/ 和歌

1215年以前『古事談』源顕兼/ 説話

1216年以前『発心集』鴨長明/ 説話

　　　　　『保元物語』未詳/ 軍記物語

　　　　　『平治物語』未詳/ 軍記物語

　　　　　『平家物語』未詳/ 軍記物語

　　　　　『たまきはる』建春門院中納言/ 日記

1220年『愚管抄』慈円/ 史論

1222年『閑居友』慶政/ 説話

1223年以前『海道記』未詳/ 紀行

1233年以前『建礼門院右京大夫集』建礼門院右京大夫/ 和歌

1233年頃『拾遺愚草』藤原定家/ 和歌

1235年『新勅撰和歌集』後堀河天皇勅令/ 藤原定家/ 勅撰和歌集

　　　『小倉百人一首』藤原定家/私選和歌集

1237年以前『正法眼蔵随聞記』道元の弟子の懐奘（えじょう）/ 仏教

1242年以後『宇治拾遺物語』未詳/ 説話

1250年頃『撰集抄』未詳/ 説話

1252年『十訓抄』六波羅二臈左衛門入道/ 説話

1254年『古今著聞集』橘成季/ 説話

1271年『風葉和歌集』藤原為家 (?)/ 物語歌集

1278年以前『弁内侍日記』弁内侍/ 日記

1279年以前『うたたね』阿仏尼/ 日記

1279年頃『十六夜日記』阿仏尼/ 日記

1283年『沙石集』無住道暁/ 説話

1292年以後『中務内侍日記』伏見院中務内侍/ 日記

1306年以後『とはずがたり』後深草院二条/ 日記

1312年『玉葉和歌集』伏見院勅令/ 京極為兼/ 勅撰和歌集

1330年頃『徒然草』吉田兼好/ 随筆

1339年『神皇正統記』北畠親房/ 史論

1344年『夢中問答集』夢窓疎石/ 禅籍

1348年『風雅和歌集』光厳院勅令/ 勅撰和歌集

1349年頃『梅松論』未詳/ 軍記・史書

　　　　『太平記』未詳/ 軍記

1356年『莵玖波集』二条良基/ 准勅撰連歌撰集

1361年頃『曽我物語』未詳/

1362年『河海抄』四辻善成/ 注釈

1376年以前『増鏡』未詳/ 歴史

1381年『仙源抄』長慶天皇/ 注釈

1381年『新葉和歌集』宗良親王/ 准勅撰和歌集

1397年『珊瑚秘抄』四辻善成/ 注釈

1400年『風姿花伝』世阿弥/ 能

1411年頃『義経記』未詳/

1430年『申楽談儀』観世元能/ 能

1432年『源氏物語提要』今川範政/ 注釈

1432年『正徹物語』正徹/ 歌論書

1453年『源氏物語年立』一条兼良/ 注釈

1463年『ささめごと』心敬/ 連歌
1467年『吾妻問答』宗祇/ 連歌

1472年『花鳥余情』一条兼良/ 注釈

1476年『竹林抄』宗祇/ 連歌

1488年『水無瀬三吟百韻』宗祇・肖柏・宗長/ 連歌

1495年『新撰莵玖波集』一条冬良・宗祇/ 准勅撰連歌撰集

1499年『種玉編次抄』宗祇/ 注釈

1504年『弄花抄』三条西実隆/ 注釈

1510年『細流抄』三条西実隆/ 注釈

1518年『閑吟集』未詳/ 歌謡

1524年以降『新撰犬筑波集』山崎宗鑑/ 俳諧連歌

1540年『守武千句』荒木田守武/ 俳諧連歌

1575年『孟津抄』九条稙通/ 注釈

1598年『岷江入楚』中院通勝/ 注釈

　　　『初瀬物語』未詳/ 物語

近世時代の文学

　日本の近世文学は江戸中期の享保年間（1716年 - 1735年）を境目に大きく前後半に区分される。江戸前期はそれまでの文化的中心地であった上方を中心とした文芸が栄え、江中後期には都市の発達に伴い江戸を中心に町人文化・出版文化が成立し、江戸を中心とする文芸が栄えた｡

近世前期の文学
　お伽草子の流れを汲み仮名草子や井原西鶴らによる浮世草子がうまれた。16世紀に入って急速に成長した浄瑠璃の世界では、人形を加えた人形浄瑠璃用に近松門左衛門が戯曲を書き人気を博した。松永貞徳らにより栄えた俳諧は、後に松尾芭蕉が現れ表現として大成させた。

近世後期の文学
　後期には俳諧の与謝蕪村、小林一茶らが活躍した。上田秋成の『雨月物語』や曲亭馬琴の『南総里見八犬伝』といった読本が書かれ、庶民向けの娯楽として赤本・青本などの草双紙が出版され、広く読まれた。人形浄瑠璃に押されていた歌舞伎は、鶴屋南北や河竹黙阿弥等の戯曲を得て、人気の回復に成功した。

　形骸化した歌学を批判する形で、儒教の一派の古学の影響を受けて国学が現れた。賀茂真淵、本居宣長らが活躍した。滑稽話の元祖として安楽庵策伝の『醒睡笑』が著され、さらに江戸と上方で現在の落語の原形となる話芸が流行する。三味線音楽など江戸期に特徴的な音曲が流行した。葛飾北斎らにより浮世絵が描かれ、町人に愛玩された。浮世絵は遠くフランスの印象派にも大きな影響を与えた。

当時の主な作品：

1623年頃『竹斎』富山道治/ 仮名草子

1623年『きのふはけふの物語』未詳/ 噺本

1623年『醒睡笑』安楽庵策伝/ 仮名草子・噺本

1633年『犬子集』松江重頼/ 俳諧

1639年頃『仁勢物語』未詳/ 仮名草子

1643年『新増犬筑波集』松永貞徳/ 俳諧

1649年『挙白集』木下長嘯子/ 和歌・和文

1662年『江戸名所記』浅井了意/ 地誌

1662年『源氏物語湖月抄』北村季吟/ 注釈

1682年『好色一代男』井原西鶴/ 浮世草子

1685年『出世景清』近松門左衛門/ 浄瑠璃

1686年『好色五人女』井原西鶴/ 浮世草子

1686年『好色一代女』井原西鶴/ 浮世草子

1687年『男色大鑑』井原西鶴 /浮世草子

1687年『武道伝来記』井原西鶴/ 浮世草子

1688年『日本永代蔵』井原西鶴 /浮世草子

1690年『万葉代匠記』契沖/ 注釈

1692年『世間胸算用』井原西鶴/ 浮世草子

1693年『西鶴置土産』井原西鶴 /浮世草子

1694年『すみだはら』野坡・利牛ら/ 俳諧

1696年『源注拾遺』契沖/ 注釈

1701年『けいせい色三味線』江島基磧/ 浮世草子

1702年『奥の細道』松尾芭蕉 /俳諧紀行

1703年『曾根崎心中』近松門左衛門/ 浄瑠璃

1703年『紫家七論』安藤為章/ 注釈

1704年『去来抄』向井去来/ 俳諧

1706年『本朝文選』五老井許六/ 俳諧

1709年『笈の小文』松尾芭蕉/ 俳諧

1711年『冥土の飛脚』近松門左衛門/ 浄瑠璃

1715年『国性爺合戦』近松門左衛門/ 浄瑠璃

1718年『独ごと』鬼貫/ 俳諧

1720年『心中天の網島』近松門左衛門/ 浄瑠璃

1721年『女殺油地獄』近松門左衛門/ 浄瑠璃

1725年以前『折たく柴の記』新井白石/ 伝記

1746年『菅原伝授手習鑑』竹田出雲/ 浄瑠璃

1758年『源氏物語新釈』賀茂真淵/ 注釈

1763年『源氏物語年紀考』『紫文要領』本居宣長/ 国学

1765年『誹風柳多留』柄井川柳/ 川柳
1768年『万葉考』賀茂真淵/ 国学

1770年『遊子方言』田舎老人多田爺 /洒落本

1770年『神霊矢口渡』福内鬼外 /浄瑠璃

1771年『妹背山婦女庭訓』近松半二 /浄瑠璃

1775年『金々先生栄花夢』恋川春町/ 黄表紙
1776年『雨月物語』上田秋成/ 読本
1783年『万載狂歌集』四方赤良・朱楽菅江共編/ 狂歌
1785年『江戸生艶気樺焼』山東京伝/ 黄表紙

1785年『鶉衣』横井也有/ 俳文

1789年『玉くしげ』本居宣長/ 国学

1790年『古事記伝』本居宣長/ 国学

1790年『近世畸人伝』伴蒿蹊/ 伝記

1793年『群書類従』塙保己一/ 国学

1795年『玉勝間』本居宣長/ 国学

1797年『新花摘』与謝蕪村/ 俳諧

1801年『父の終焉日記』小林一茶/ 俳諧

1802年『東海道中膝栗毛』十返舎一九/ 滑稽本

1809年『浮世風呂』式亭三馬/ 滑稽本

1812年『すみれ草』北村久備/ 注釈

1813年『浮世床』式亭三馬/ 滑稽本

1814年『南総里見八犬伝』曲亭馬琴/読本
1820年『おらが春』小林一茶/ 俳諧

1825年『東海道四谷怪談』鶴屋南北/ 歌舞伎狂言
1829年『偐紫田舎源氏』柳亭種彦/ 合巻
1830年『桂園一枝』香川景樹/ 和歌

1832年『春色梅児誉美』為永春水/ 人情本
1837年『北越雪譜』鈴木牧之
1860年 (安政七年) 『三人吉三廓初買』河竹黙阿弥 /歌舞伎狂言

1863年 (文久三年) 『弁天娘女男白浪』河竹黙阿弥 /歌舞伎狂言

1854年『源氏物語評釈』萩原広道/ 注釈

閲読：

日本の歴史区分

